


八 ワ ー ド ・W・ 八 ン タ ー
(1907年 一1995年)

「主イエス ・キ リス トの生涯 と模範，特 に主が示された

愛と希望と慈悲 に， これ まで以上の注意を払 って生活す

るようすべ ての教会員 にお勧め します◎私たちが互 いに
けんそん

もっと親切 に し，も っと礼儀 を尽 く し，もっと謙遜 で，
ゆる

忍 耐 強 く， 赦 し合 え る よ う に祈 って い ま す 。」(八 ワー

ド ・W・ 八 ンター ，1994年6月6日)

八 ワー ド ・W・ 八 ン ター は子供 の

ころ(下 ，5歳)か らや さ：しい心

と優れ た 人格 を有 して いた。 この

キ リス トの よ うな特 質 は，彼 が成

長 し使 徒 の職 に就 く(右 ペー ジ)

につ れ， 次第 に顕著 と な った。 話

葉 と行な い，思 い にお いて ，彼 は

常 に主 に倣 お うと努 め てき た。

エ リザベス ・S・ バンデンバーグ

ワー ド ・W・ ハ ンター大 管長 は，教 会員 と世 の人 々 に とっ て，主 イ エ ス ・キ

八 リス トが示 された 「愛 と希望 と慈悲 」 の模範 で した 。末 日聖 徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教会 の第14代 大管 長 として9カ 月間 その務 めを果 た した後 ，1995年3月3日 金

曜 日午前8時35分 ， ハ ンター 大管 長 は87歳 で この地 上 の務 め を解 かれ， ソル トレー

ク神殿 の東側2ブ ロ ック 目に ある アパ ー トで 息 を引 き取 りま した 。葬儀 は3月8日

水曜 日午 後12時 か ら， テ ンプル ス クウ ェア のタバ ナ クル で行 なわ れ，遺 体 はソル ト

レー クシ テ ィー共 同墓地 に埋 葬 され ま した。

ハ ワー ド ・W・ ハ ンター長 老 は だれ の 目か ら見 て も非凡 な生 涯 を送 りました。 し

か しハ ンター長 老 の重 要 な指 導 的 立場 を世 の 人 々 が どの よ うにた た えて も， ハ ン

ター長 老 自身 は， 真 の偉 大 さは世 俗 的 な意 味 での成 功 の定 義 の うち には な く， 「神

が 全人類 に共通 して授 けた も うた責 任 〔や 〕… …人 々や 主 のた め にみず か らの生 活
ささ

を捧 げて行 な う奉仕 や犠 牲 な ど，数 え切 れ な いほ どさま ざ まな小 さな事柄 」 の 中 に

あ る こ とを知 って い ま した 。(『真 の偉 大 さ』 「聖徒 の道 」1982年7月 号 ，pp.32-

33)

きわ めて慎 み深 いハ ンター大 管長 は，人 との比較 を嫌 うか もしれ ませ んが， まさ

に彼 自身 が その偉 大 さの定 義 に匹敵 す る人 物 で した。 すで に人 々 の注 目 を集 め るは
ざ せつ はらから

るか以 前 に， 彼 は懸命 に働 き，挫 折 の後 で再起 を図 り， 同胞 を助 け，救 い主 の模 範

に従 って生活 す る な どの転 機 とな る決 心 をして，偉 大 さのへ ん りん をの ぞかせ て い

ま した。

教 会 の大管 長 に就 任 して か らは， すべ て の末 日聖徒 に主 イ エス ・キ リス トの模範

に従 い， 「主 の宮 居 を， 教会 員 で あ る こ との崇高 な象徴 」 とす る よ うに訴 え ま した。

(『教会 員 の大 い な る象徴 』 「聖徒 の 道」1994年11月 号 ，p.3)そ の 生涯 と働 き は，
けんそん

献 身 と愛 と謙 遜 さに よっ て，彩 られて い ます。、

藤 鹸鍵
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大管長
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神の性質にあずかる者

「救い主のすべての教えを学び
，

その模範にもっと完全に従いま

しょう。主は私たちに 『いのちと

信心とにかかわるすべてのこと』

を授けてくださいました。また主

は 『栄光と徳とによって，わたし

たっと

たちを召され……尊く，大いなる

約束』を与えてくださいました。

それは私たちが 『神の性質にあず

かる者となるため』です。(皿ペ

テロ1=3-4)

私はこの 『尊く，大いなる約

束』を信 じ，私の声を聞いてい

らっしゃるすべてのかたがたに，

それを求めるようにお勧めします。

私たちは 『神の性質にあずかる

者』となるように努力しなければ

なりません。そうして初めて，

あ
『この 世 に在 りて は 平 和 を得

， 次

の世 に在 りて は永 遠 の 生 命 を得 』

る とい う望み を持 つ こ とが で きる

の で す 。(教 義 と 聖 約59=23)」

(「聖 徒 の 道 」1995年1月 号 ，

P.9)

/



両親(下)は 八ワードに，熱心に働き，才能を伸ばすよう教えた。そして彼とクレ

アはそれらの徳を子供たち，リチャードとジョン(右 ページ)に ：も継承させた。八

ワードの数々の才能のひとつが音楽であった。上の写真は，八ワードが高校時代に

編成した人気ダンスバンド。中央に立っているのが八ワード。

家族を守り，擁護する

「教会には家族を社会の基とし

て守り，擁護する責任と権能があ

ります。世の初めから定められた

家族生活の様式によれば，子供た

ちは法律上正しく結婚した夫婦を

父母として生まれ，養われます。

現代の人々は今，家族の崩壊に

よって，予言者たちが告げた災い

が世にもたらされるのではないか

と恐れています。世の人々がどれ

ほど協議を重ね熟考したところで，

主が啓示されたとおりに家族を位

置づけないかぎり，実りはありま

せん。」(「聖徒の道」1995年1月

号，P.10)

苦闘時代と初期の苦難

1907年11月14日 ， ハ ワー ドは ア イ ダ ホ州 ボ イ シで ， ジ ョ ン ・ウ ィ リア ム(ウ ィ

ル)・ ハ ンター とネ リー ・マ リー ・ラ スマ ッセ ン との間 に生 まれ ました。彼 はた っ

た ひ とりの妹 ドロ シー と一緒 に じゅ うぶ ん な世 話 を受 けて楽 し く育 ち ましたが ，家

庭 は決 して裕 福 で はあ りませ んで した。 父親 は ボイ シ峡谷 鉄道 会社 で運 転手 を務 め，

生活 を支 えるた め に母 親 も とき どき臨時 の勤 め に出 てい ま した。

少年時 代， ハ ワー ドは と うもろ こ しの皮 をむ き，豆 や りん ごを収 穫 し，重 い牛乳

缶 を何本 も地 元 の酪 農場 か ら家 まで運 び ました。10代 の ころは さ まざ まな仕 事 に就

き， ゴル フ場 のキ ャデ ィー， ア イス ク リーム ソー ダ の販 売 ，新 聞広 告 の代筆 な ど も

し ました。地 元 の ホテル でベ ル ボー イや ポー タ ー，整 備係 と して働 い た こ と もあ り

ます。 こう した仕 事 を通 して勤勉 さを は ぐ くん だおか げ で，後 年彼 は，仕事 で も教

会 で も多 方面 の仕 事 を こなす こ とが で き ま した。(エ レ ノア ・ノール ズ著 「ハ ワ ー

ド ・W・ ハ ンタ ー」(英 文)p.45参 照 。特 に出典 の表 記 が な いか ぎ り， この記事 の

引 用 な らびに情報 はほ とん どこの著 書か ら採 られ て い ます)

ハ ワー ドの母親 のネ リー は，子 供 た ち と一 緒 に活 発 に末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト

教 会 に集 い ましたが ，父 親 の ウ ィル は どの教 会 ともか か わ りを持 ち ませ んで した。

しか し時折 ，家族 とと もに教 会 に行 くこ と もあ りま した。 父親 の腕 につか まって市

街 電車 で教会 か ら帰 っ た こ とは， 子供 の ころのハ ワー ドの楽 しい思 い出 のひ とつ と

なっ てい ます。

とこ ろが ハ ワー ドが8歳 に なって バ プテ スマ を受 け る時 期 に なる と， ウ ィル はそ

れ を許 しませ ん で した 。ハ ワー ドと ドロ シー に 自分 で 判 断 で き る年 齢 に な る まで

待 っ てほ しか った ので す。 この延 期 はハ ワー ドに とって はつ らい体 験 で した。12歳
せいさん

にな って.も執 事 になれず ， ほか の少 年た ち と一緒 に聖 餐 を配 るこ ともで き ませ ん で

した。 そ の後 ， ウィル も息子 の熱 心 な願 い に負 け，1920年4月4日 ， ハ ワー ドが12

歳 ， ドロ シーが10歳 の時 にふた りそ ろってバ プ テス マ を受 け るこ とが で き ま した。
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さらに大きな責任を受けるようになるにつれ，八ワード・W・八ンターは家族とと

もに過こす時間を一層大切にするようになった。患子のジョンが伝道を終えると，

八ンターとクレアは彼を盤界旅行に連れて行った。(上)リ チャードが伝道を終え

た時も夫妻は同様にした。

姉妹たち，教会幹部とともに

立ち上がりましょう

「私たちの主なる救い主は，ま
はずかし くもん

ことに辱めと苦悶と死に際して，

なぐさ

当時の女性たちに慰めの手や聞く

耳，信じる心，やさ：しいまなざし，

励ましの言葉，誠実さ：を求められ

ました。同じように，私たちを取

り巻く悪の潮流を食い止め，救い

主のみ業を前進させるには，今日，

教会の女性たちが集まって教会幹

部とともに立ち，彼らを支持する

ことは大いに必要であると，私に

は思われます。」(「聖徒の道」

1995年1月 号，pp.109-110)

バ プテ スマ の後 しば ら くして，若 いハ ワー ドの教会 で の奉 仕が 始 ま りました。寒

い 日曜 日の朝 に薪 を用意 して， 礼拝 堂 の暖炉 に火 を入れ る責 任 です。 また彼 は新 し

く始 まった ぼか りの スカ ウ トプ ログ ラム に参 加 し， ボ イ シでふ た り目の イー グル ス

カ ウ ト(ボ ー イス カ ウ トで 最高 の位)に な りま した 。1923年 にボ イシの 聖徒 た ちの

会 合 で，礼 拝 に使 用す る大 きな会堂 を建 て る話が 出た時 ，最 初 に献 金 を した の は15

歳 にな るハ ワー ドで した。25ド ル とい う，彼 が 懸命 に働 い てた めた， 当 時 として は

相 当な額 を納 めた ので す。

ハ ワー ドの働 き はワー ド部 の 中だ け に とどま って はい ませ ん 。少 年時代 か ら牛 乳

を配 った り，庭 仕 事 を した りして近所 の人 々 を助 けた り，家 畜 の え さや りや 治療 時

に迷 い 出 る動物 が い ない よ う見 張 りを した りしま した。 ドロ シー ・ハ ンタ ー姉妹 は，

兄が 少年 時代 か ら上 品でや さ しか っ た と述 懐 して い ます。

学業，音楽，海外旅行

両 親 とも正 規 の教育 は あ ま り受 け 七い ませ んで した が， ふ た りは ドロ シー とハ

ワー ドのた め に知 的 に豊 か な家 庭 環境 を整 え ました。子 供 た ち は どち らも図書館 を

よ く利用 し ました。 父親 の ウ ィル は家 庭 に備 えた地 図 や百 科事 典 を使 って， 子供 た

ちに よ く世界 じ ゅうの国 々 の こ とを語 って聞 かせ ました。 そ の よ うな話 はハ ワー ド

の 心 に旅 行 へ の抑 えがた い あ こが れ を植 えつ けま した 。

彼 は多少色 盲 で，運 動競 技 に関心 は薄 か った もの の，1920年 代 の ボイ シ高校 で は

学業 の面 で も社交 の面 で も成 功 して い ま した 。 また， バ ン ド演 奏 を聴 くた め にガ ー

ル フレ ン ドを連 れず に ダ ンス会場 へ 足 を運 び，音 楽へ の 関心 を深 め ま した 。幼 い こ

ろに ピア ノ とバ イオ リンの レ ッス ン を受 けて芽生 えた音楽 へ の関心 は， 楽器 店 の コ

ンテ ス トで マ リンバ を賞 品 に も らって か らさ らに高 ま りました。彼 はマ リンバ をた

ち まち独 習 す る と， 次 いで， ドラム ， サ キ ソフォ ン， クラ リネ ッ ト，後 年 に は トラ

ンペ ッ トまで こな しま した 。 また1924年 に は， 地 区 の人 気 ダ ンスバ ン ドとな っ た

「ハ ンタ ーズ ・クルー ネイ ダー ズ」 を結 成 しま した。
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八ンター長老は，氾59年に使徒職

に召され，教会での専任の奉仕に

携わることになった。以来35年閾，

教会歴史家(上)な どさまざまな

責任と家族に対する責任とを両立

させてきた。左ページの写真は，

彼が教会機関誌の}964年10月 号表

紙に孫娘のキャサリン，アンとと

もに掲載さ：れた時のもの。

でハ ワー ドは， 自分 の楽 器 を処分 して し まい ま した。1931年6月6日 の こ とで した 。

以来 ， 彼が 仕事 として演 奏 した こ とは一 度 としてな く， その後 は とき どき家族 全員

で歌 を歌 うと きに限 って楽器 を持 ち出 し ました。

1931年6月10日 ， ハ ワー ドとクレア は ソル トレー ク神殿 で この世 か ら永 遠 にわ た

る結婚 を しま した。 ほ とん どその直 後か ら， ふ た りに い くつ もの試練 が襲 い かか っ

て き ました。1932年1月 ， ハ ワー ドの務 め て いた銀行 が や むな く閉鎖 にな りました。

さい わい に もふた りに は負債 が なか ったの で，小 さな仕事 を次 々 に こな し，彼 の言

葉 に よれ ば 「飢 えか ら救 わ れ」 ま した。 その よ うな仕事 には，石 けんの訪 問販 売 や

時給30セ ン トで の雨 どい の取 り付 け作業 な どが あ りま した。 そ して つい に， 自分 た

ちだ けで暮 らしを立 て る ことがで きな くな り，1933年 に はク レア の両 親 と一緒 に生

活 す るよ うにな りました。 ハ ワー ドは よ くクレア と一緒 に工 事現 場 に住 み込 み，義

父 に代 わ っ て鉄橋 の塗 装 を した りしま した 。

しか し1934年 ， ハ ワー ドはつ いに， ロサ ンゼル ス郡洪 水 防止 地 区で安 定 した仕事

を得 ま した。 この仕事 には あ る程度 の法律 業務 が含 まれ ていた た め，彼 は間 もな く

ロ ース クー ル に通 い た くな りました。1935年 か ら1939年 までハ ワー ドは昼 は専任 の

社 員 と して働 き， 夜 はサ ウ スウエ ス タ ン大 学 の ロー スク ール に通 い， ク レア と一 緒

に遅 い夕 食 を取 って か ら深 夜 まで勉 強 しま した。1939年 に はク ラスで3番 とい う優

秀 な成績 で卒 業 し， 同 じ年 の後半 にはカ リフ ォル ニ ア州 で司法 試験 に合 格 しま した。
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蒙

学 校 に通 い なが ら常 勤 の仕 事 に就 く とい う困 難 の 中 で， この若 い家 族 に さ らに

チ ャ レン ジが 加 わ りました。1934年 にハ ワー ド ・ウ ィ リアム ・ジュニ ア(ビ リー)

が，1936年 に はジ ョ ン ・ジ ェイ コブ，1938年 に は リチ ャー ド ・ア レ ンが それ ぞれ誕

生 します。ハ ワー ドとク レア に とって， この歳 月 は喜 び と達成感 の感 じられ る時期

で した。 しか し悲 しみ を味わ う時 期 で もあ りました。 当時 はひ と り息子 で あ った ビ

リーが生 後6カ 月で病 気 にか か り， 内出血 を止 め る手術 の後， 亡 くな りま した 。ハ

ワー ドは当時 を思い返 して， ふ た りとも 「うち ひ しが れ， 悲嘆 に暮 れ てい ました」

と語 ってい ます。

すき

鋤にかけた手

1940年 に入 り， カ リフ ォル ニ アで弁 護 士 としての開業 が 認 め られ る と， ハ ワー ド

は法律事 務所 を開 き ました。 これ は後 に法律家 として成 功 を収 める第一 歩 とな り ま

した。 また ，同 じ年 の8月 に はす ば らしい 出来 事 が起 き ました。 アルハ ンブ ラ ワー

ド部 が 分割 され ，32歳 のハ ワー ドが新 設 され たエ ル セ レノ ワー ド部 の監 督 に召 され

たの です 。 この召 し にま った く驚 い たハ ワー ドは 当時 を こう述 懐 して い ます。 「私

は常 々 ，監督 は もっ と年 配 の方 が な る もの と思 って い ま した。」

ハ ンタ ー監 督 は愛 に満 ち た， しか も確 固 とした 指導 者 であ る こ とを証 明 しま した。
せいさん

あ る日曜 日，ハ ンター監 督 は何人 か の青 少年 が聖 餐 を配 って か らそ っ と集 会 を抜 け

出 して軽 食 も扱 う隣 の雑 貨店 に行 った の を見 届 け，壇 上 を去 って， その店 に行 き，

カ ウンタ ーのわ きにお どお どして集 まって い る何 人 かの少 年 た ちに こ う告 げ ま した。

「兄弟 た ち
， シ ェー クを飲 み終 わ った ら， また集 会 を続 け よ うじゃ ないか 。」

ハ ンタ ー監 督 は1946年 に解 任 され る と， その4年 後 に， パ サ デ ィナ ス テー キ部 の

ス テー キ部 長 に 召 され ま した。 その後9年 半 に わた って， 新 しい ス テ ー キ部 セ ン

ターや1951年 に建築 が始 まった ロサ ンゼル ス神殿 の建 築基 金 を集 め るた め に， 数多

くの作業 プ ロ ジ ェク トに参 加 す る よ うス テー キ部 の会 員 た ち を励 ま しま した。 ス

テー キ部長 と して の在職 期 間中 ，ハ ンター長 老 は複数 の ステ ー キ部 長 に よっ て構 成

され る南 カ リフ ォルニ ア地 区評議 会 の議 長 も務 め，教 会 で正規 のプ ロジ ェ ク トと し

セ定 め られ る15年 も前 か らス テー キ部 の会員 た ち に家庭 の夕 べ を開 くよう に奨励 し，

南 カ リフォルニ ア で早朝 セ ミナ リープ ログ ラム を始 め ま した。

八ンター大管長は教会の責任で広

範囲にわたって頻繁に旅をした。

1979年10月 の使徒時代 に，八ン

ター長老はエルサレムのオリブ山

にあるオルソン ・八イド記念公園

の奉献式で友人のテディ ・：コレッ

ク市長からエルサレム市のメダル

を贈られた。当時大管長であった

スペンサー ・W・ キンボール長老，

その後大管長となるエズラ ・タフ

ト・ベンソン長老の顔も見える。

(左上)十 二使徒定員会会長代理

の八ンター長老と同定員会のデ

ビッド・El・ヘイト長老。旧87年

10月の総大会で。(右上)
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奉仕の試金石

「主は私たちのためにひとつの

試金石を用意しておられると思い

ます。弟子たる心を形として測り，

私たちの信仰の度合いをしるしづ

けて，来るべき火にも屈しない方

法です。……

主は…… 〔ある〕ときに，『わ

たしの兄弟であるこれらの最も小

さ：い者のひとりにしたのは，すな

わち，わたしに したのである』

(マタイE5=40)と 言われました。
はら

主は私たちの献身の度合いを，同

から

胞をいかに愛し，同胞にいかに仕

えるかによって測られることで

しょう。主の試金石に，私たちは

どんな跡をつけているでしょうか。

私たちは本当に良い隣り人でしょ

うか。……

私たちは友を作りますが，神は

どこにでも私たちに隣り人を用意

しておられることを忘れてはなり

ません。愛には垣根がないはずで

す。愛に境界を定めてはなりませ

ん。」(「聖徒の道」1987年1月 号，

pp.37-38)

1994年6月5日 ，八 ンター 長老 は末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の第14代 大 管長 に

聖 任 され， 任命 され た 。翌 日， 八 ンター 大管 長 は ゴー ドン ・B・ ヒンク レー 第一副

管 長 ， トー マ ス ・S・ モ ン ソン第 二 副管 長 と とも に記 者 会見 に 臨ん だ。(上)こ の

時 の声 明の 中 で八 ンタ ー大 管長 は， も っ とキ リス トの ような 生活 を 送 り，神殿 に参

入 す るふ さわ しさ を身 につ け るよ う会員 に勧 告 した。

息子たち，旅行，仕事

ワー ド部 や ス テー キ部 の召 しで忙 しい ときで も， ハ ワー ドはや は り子供 た ちの た

め に時 間 を取 っ てい ま した 。 ジ ョンや リチ ャー ドは 自分 た ちの父 親 が東洋 に航 海 し

た 時 の話 を聞 いた り， 綿密 な作 業 を正確 に こなす父親 と一緒 に列 車 の模型 を作 った

りす るの が特 に好 きで した 。 とき どき との 父親 は，模 型 列車 の線 路 の敷設 アイ デア

を得 るた め に，彼 らを操 車場 に連 れて行 くので した 。家 族 は また，屋 外 円形劇 場 の

ハ リウ ッ ドボウル で行 なわ れ る コンサ ー トを楽 しんだ り，ハ ワー ドの持 つず ら りと

並 ん だ クラ シ ック レコー ドを聴 い た りしま した 。

また彼 らは，家族 に世 界 を見 せ てや りた い とい うハ ワー ドの願 いか ら恩 恵 を受 け

ま した。 それ はハ ワー ド自身 の父親 にはで きなか った方 法 に よって 実現 しま した 。

ふた りの息子 が伝道 を終 え るたび(ど ち ら もオ ー ス トラ リア南部 で伝 道 した)， ハ

ワー ド とク レア はそれ ぞ れの息 子 を世界 旅行 に連 れて行 った のです 。

ハ ワー ドは両親 との親 しい交 わ りも欠 か しませ んで した 。 そ して今度 はウ ィル と

ネ リーが ，1953年 に行 な われ たア リゾナ神殿 の団体 参入 の 時，46歳 にな った ハ ワー

ドに これ まで に ない誕 生 日の プ レゼ ン トを しま した。神 殿 の礼拝 堂 でハ ワー ドが ス

テー キ部 の会 員 た ち に話 を して い る と，彼 の両 親 が 白 い服 に身 を包 んで そ の場 に

入 って来 た のです 。ふ た りは夫 婦 の結 び固 め を受 け，彼 らの息 子 と結 び固 め を受 け

る準備 が整 って い ま した。

そ うした間 に， ハ ワー ドはロサ ンゼル スの法 人弁 護 士 とな って，25以 上 の会社 か

ら役員 として籍 を置 くよ うに依 頼 を受 けるほ どにな って い ました。 依頼 人が 仕事 の

報 酬 を支払 えな い と， 彼 は無料 で 法務相 談 に応 じ ました。 ハ ワー ドの法 務処 理技 能

は広 い尊敬 を集 め，州 裁判 所 の判事 のひ と りとして候補 に上が りました。 しか し彼

追悼特集
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八 ワ ー ド ・W・ 八 ン タ ー

大管長の年表
(1907-1995年)

年

1907

1911

1920

1923

1924

1926

1927

1928

1930

1931

1932

1934

1935

1936

1938

1939

1940

1946

1950

1953

1959

1960

出来 事

11月14日 ア イ ダホ州 ボ イ シに生 まれ る。

ポ リオ にかか るが快 復 す る。

4月4日 バ プテ スマ を受 ける。

6月21日 執事 に聖 任 され る。

5月11日 イ ー グルス カ ウ ト章 を取 得。

ダ ンスバ ンド 「ハ ンターズ ・クル ーネイダーズ」結成 。

6月3日 ボイ シ高 校 を卒業 。

「ハ ンターズ ・クル ー ネイ ダー ズ」 と ともに東 洋 へ

航 海 に出 る。

2月6日 父親 がバ プテ スマ を受 け る。

カ リフ ォルニ アへ 引 っ越 し，銀 行 に就職 。

祝 福師 の祝 福 を受 ける。

6月10日 ク ララ(ク レア)・ メ イ ・ジ ェ フス と

ソル トレー ク神 殿 で結 婚。

大恐 慌 のた め銀 行 で の 仕事 を失 い， 臨 時 雇 い の仕

事 を始 める。

ロサ ンゼ ル ス郡 洪 水防 止地 区の仕事 を得 る。

3月20日 長男 ハ ワー ド ・ウ ィ リアム(ビ リー)・

ハ ンター ・ジ ュニ ア誕 生。 しか し6カ 月後 に死亡 。

サ ウス ウエ スタ ン大学 の ロー ス クール に入 学。

5月4日 次男 ジ ョン ・ジェイ コブ ・ハ ンター誕生 。

6月29日 三男 リチ ャー ド ・ア レン ・ハ ンター誕生 。

ロー ス クール卒 業 。司 法試 験合 格 。

4月 法 律事 務 所 開業。

9月 エル セ レノ ワー ド部 の監督 に召 され る。

監 督 を解任 され， 大祭 司 グル ー プ リーダー と して，

続 いて高 等評 議員 として奉 仕 。

2月25日 パ サ デ ィナス テー キ部 の ステ ー キ部長

とな る。

11月14日 両親 と結 び固 め を受 ける。

10月15日 使徒 に聖任 され る。

ネ バ ダ州 で 新 しい ステ ー キ部 を組織 。 これ は， そ

の後 彼 が 合衆 国 内で 組織 した多 くの ス テー キ部 の

1961

1964

1965

1966

1968

1969

1970

1971

1972

1974

1975

1977

1979

1980

1983

最 初 の ステ ーキ部 で あ る。

新 大 陸考 古学財 団諮 問委員 会委 員長 に任 命 され る。

教 会 の系 図協会 会 長 に な る。

ハ ワイ の ポ リネ シア文 化 セ ンタ ー所長 に任 命 され

る。

グ ラ ナ イ トマ ウ ンテ ン地下 記 録 保 管庫 の奉 献 を管

理 す る。 こ こに は系 図 関係 の マ イ クロ フ ィル ム が

保 管 され て い る。

トンガ の ステ ー キ部 を組織 。 これ は， そ の後 彼 が

世 界 各 国 で組 織 した 多 くの ス テー キ部 の最 初 の ス

テ ーキ部 で あ る。

教 会 主催 の第1回 記録 文書 世界 大会 を企画 。

教 会 の歴 史 家 お よび記 録家 に召 され る。 モス ク ワ

で 開 かれ た公 文 書 国 際会 議 ウ ィー ンで開 か れ た

系図 ・紋 章学 国際 会議 に参 加 。

記録 の マ イ ク ロ フ ィル ム化 に関 す るイ タ リアで の

交渉 に貢献 。.

ク レア夫 人 の健 康 状態 が悪 化 し始 め る。

エ ル サ レム の オ ル ソン ・ハ イ ド記 念公 園 の建 設 と

そ の資金 集 めの事 業 を監督 。

メキ シコ に新 た に15の ス テ ー キ部 を組 織 す る。 そ

れ まで は5つ の ステ ー キ部 しか なか った。

5月 ブ リガ ム ・ヤ ング大 学 舞踏 団 に同伴 して 中

国訪 問。

福 音伝 道 の地 と してパ ナマ を奉 献 。

4月 ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 の エ ル サ レ ム セ ン

タ ー建 設 のた め の10年 間 に わた る複 雑 な交 渉 の 監

督 に携わ り始 める。

10月24日 オ リブ 山 で行 なわ れ た， オ ル ソ ン ・ハ

イ ド記 念 公 園 の奉 献 に参加 。 テ デ ィ ・コレ ック市

長 か らエ ル サ レム市 の記章 を授 与 され る。
しゆよう

6月 良性腫瘍摘出のため入院。

7月 心臓発作を起こす。

10月9日 クレア夫人死亡。
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